
『臨済録』の無事の「事」についての考察 
                           大徳寺派 竺園寺 渡邊恭山 
  『臨済録』には、華厳思想が多く盛り込まれていることが指摘される。 
それを踏まえて、『臨済録』の無事の「事」を考察したい。 
『広説佛教語大辞典』では、「無」は、禅的には、経験以前、知識以前の純粋な人間の意識
とある。 
一方、「事」とは、具体的差別的なもの、現象、はたらきやはたらきを起こす力などを表

す。つまり、因縁によって生起される具体的差別的個別的現象をいう。 
 それでは、前提として『臨済録』において「無事」は、どのように言われているか。 
「外に向かって何も求めていなければ、一生無事の人。正しい見地をつかんでいれば無事の
高貴の人。手間をかけて心を飾らず平常のままでありさえすれば無事、今こそ自らが本来無
事の人であると知るはず。」などとある。 
『臨済録』で「無事」は、外に向かって何も求めない事、造作をかけずに平常の本来の見地
をつかめれば、人の心が高貴な人間性を発揮する事を説いている。 
つまり、人の心を主軸にして人間性のあり方を言う。そして、「無」が経験や知識以前の

純粋な意識、仏心を指すならば、「事」は、日々の生活における、煩悩主体の自己の存在や
行動を指すことになる。 
『華厳経』の「華厳」とは、「雑華厳飾」の略である。「雑」は、古い字形は、いろいろの

布を集めて作った衣服の意であり、ひいては混じる意となる。「厳飾」は真理のはたらきで
飾られた仏の荘厳という意である。 
『華厳経」の現す世界は、あらゆる要素の混じり合った華、綯い交じりになった華に飾られ
た仏の世界なのだ。 
 仏教学者の鎌田茂雄氏の『華厳の思想』では、「人間の迷っている存在の根底に真理が貫
徹している。真理の根底に悪が内在していると考えるのである。しかもそういうものが、互
いに入り交じり貫徹しているのが本当の人間のすがたなのである。」と言う。 
鎌田氏は、真理の根底に悪が内在しているとしているが、『臨済録』で説かれる法は、「心地
の法を説く。便ち能く凡に入り聖に入り、浄に入り穢に入り、真に入り俗に入る」とある。 
凡にも入るし聖にも入る。浄にも穢にも真にも俗にも入ってしまう。 

善であろうとも悪であろうとも除かれる事はない。悪を分別していないのだ。 
自然界においても、華は毒にもなれば薬にもなる。善も悪も凡も聖も浄も聖も真理の根底

に無分別に内在していると考える。  
芥川賞作家の玄侑宗久師は、『華厳という見方』の中で、『華厳経』見るに「第一の見方は、

西洋のヒエラルキーのような序列の無い世界。華厳経の第二の見方は、「すべては心が作り
だしたものだ」というもの。第三の見方は「重重無尽の縁起」。仏教では「単独の私」はあ
りえない、独立した存在は無いという考え方を執り、これを「諸法無我」と言います。」と
書いている。 



第一の見方である「序列の無い世界」という事は、位が無いと言いかえると、『臨済録』
の「無位」に通じる。 
第二の見方である「すべては心が作りだしたもの」という世界については、『臨済録』で

は、「法とは心」であり、この世界を「今説法を聴いている君たちの心を離れては存在しな
いのだ。」と言う。 
第三の見方である「重重無尽の縁起」は、仏教の基本的考え方であり、華厳においては、「諸
法無我と重なり入り交じり支え合う「縁起」が「空」にまとめられている。 
華厳思想において、「事」がクローズアップされているのは「四法界」が挙げられる。 
芥川賞作家で臨済宗の僧侶である玄侑宗久師は、『華厳という見方』の中で、「法界」とは、
「瞑想の中で感じる世界、心がつくるすべての世界」と言っている。 
「事法界」とは、眼耳鼻舌身意で感じ取り、心が形作った現象の世界。「理法界」とは、心
で感じ取った現象世界に「空」という理を見る心の世界。「理事無礙法界」とは、事法界の
現象の根底に理法界の動きをありありと感じ取る心の世界。「事事無礙法界」とは、事法界
に理法界の動きをありありと感じ取り、事相互の根底に理が貫徹しているがゆえに、個々の
事物がそれぞれ独自性を維持しながら、理を媒介して、事と事が相交じりながら支え合って
いるすがたを自覚する心の世界となる。 
 『華厳経』の「理法界」の「理」である「空」を見てみると、『リグ・ヴェーダ』の頃は、
「欠如・空洞・虚ろ」という物理的空白を表していたが、仏教の初期は、「無我・自性の欠
如」を表すようになり、『般若経』の頃は、自性空、中道、智慧すら表すようになり、一つ
の個の物質的欠如から個の心の自性の縁起としての空を表し、中道そして智慧までも空は
含まれるようになった。それが、『華厳経』になると縁起の全体的重なり入り交じり支え合
う流れをも見るようになっている。『華厳経』の大事な「一即一切、一切即一」という考え
方まで導き出している。 
 『臨済録』の「無事」の「事」を『華厳経』に則して見ると、「事」は単なる現象的存在
ではなく、「理」と不二の関係にあるものとして捉えられる。すなわち、「無事」とは「無」
なる理に支えられた人を離れることではなく、「理事無礙」「事事無礙」の華厳的世界におい
て、理と事が入り交じり支え合う動的な人のあり方を体現することを意味する。つまり、煩
悩を抱えたまま平常に理を生きることを説くものである。この点において『臨済録』の「無
事」は、『華厳経』の「事事無礙法界」の境地と重なる。すなわち、「無事」とは、煩悩を抱
えたまま、それを空じ、平常に分別なく自在に生きる姿勢を指す。 
 無事の「事」は、煩悩を抱えたままに、煩悩に囚われることなく空じ、また、空にも仏に
も囚われず、平常なる生活を営む人のあり方である。 
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